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三重大学人文学部研究センターについて 

 

 2004 年度から三重大学は国立大学法人となりました。 

「地域に根ざし世界に誇れる独自性豊かな教育・研究を生み出す大学」を目指す三重大

学の一部局として、地域と世界を結び、地域に貢献できるような態勢を学部として作って

おかなければならないと私たちは考えました。 

それとともに、法人化することにより、従来とは異なる厳しい状況が訪れることも予想

されました。大学の教育はもちろんのこと、研究成果についても厳しく問われていくこと

になります。従来は文系の教員は個人研究が主体で、もちろんそれはこれまで以上に進め

ていかなければなりませんが、それだけではなく、一方で社会と協力しながら、地域や世

界に貢献できる研究も行っていかなければならないと思われました。 

また、国立大学の時代には十分とは言えないまでもある程度の研究費は保証されてきま

した。しかし、今後はそれぞれの大学の運営費交付金の中から研究費を捻出せざるをえず、

しかも、その経費は毎年１％が削減されることが決まっており、文系も自らの努力で科学

研究費補助金等、外部からの資金を調達していかなければ研究が続けられなくなるという

事態も十分予想されました。そのためには、常に研究成果を公表し、アピールしていく必

要が出てきます。 

 それら状況に対応するために、2004 年度に従来の枠組みを超えた共同研究を促進し、地

域や世界に貢献できる機関として学部内に「人文学部研究センター」を発足させ、その中

に「伊勢湾文化資料研究センター」「多文化共存研究センター」「社会動態研究センター」

を設置しました。学部内に共同研究を進めるためにこのようなセンターを置くことは文系

学部としては他にあまり例のないことと思われます。これらを運営するために、学部長を

議長とし、副学部長、各センター長からなる運営会議を置きました。その後、学部内でプ

ロジェクトを募集したところ、これらセンターに収まりきれないプロジェクトが数多く出

されたため、新たに「総合環境研究センター」を設置することにし、４センター体制で現

在に至っています。 

 すでに研究センターが発足して２年になりました。これまでの成果をまとめ、今後の運

営や研究の指針とするために活動報告書を作成することにしました。すでに各センターあ

るいはプロジェクトにおいてさまざまな研究会や講演会、シンポジウムなどを行っており

ますが、地域に浸透しているとはまだ言い難い状況です。この報告書で少しでも人文学部

の研究をご理解いただき、地域の方々も交えた共同研究が発展することを祈っております。 

 

報告は基本的に 2005 年度の内容を記載しておりますが、ほとんどのものが 2004 年度の活動を基

礎に行っているものです。参考資料として、2004 年度、2005年度のプロジェクト一覧を掲載して

おります。 

 

 2006 年 7月 

 

国立大学法人三重大学人文学部長 

人文学部研究センター運営会議議長 

 井口 靖 
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2004 年度プロジェクト一覧 

 

 

センター 
センター

長 
プロジェクト名 代表者 

研

究

員 

客

員 

ア

シ

ス

タ

ン

ト 

古代中世伊勢国の総合的研

究 

山中章 ３ ４ ２ 

伊勢・伊賀地域における文学

資料の調査 

濱森太郎 ２ ３  

伊勢湾文

化資料研

究センタ

ー 

山中 章 

伊勢から熊野へ －文化比

較のための基礎研究－ 
塚本明 ８ ４ １ 

子育ての比較社会論 村上直樹 ６   

言語の多様性と普遍性：比較

言語論の立場から 

宇納進一 ８ ４  

宗教倫理から見た民族の共

存と摩擦の比較研究 

－宗教倫理の対立を通じて

みた民族関係の現在－ 

石井眞夫 ６ １ ２ 

日系ブラジル人の少年犯罪

に関わる社会環境について

の研究 

児玉克哉 ４ ３  

多文化共

存研究セ

ンター 

石井眞夫 

１９世紀アングロ・サクソニ

ズムの展開 －イギリスの

周辺国の視点からの考察－ 

小田敦子 ３   

津市と久居市の商工会議所

合併に向けたビジョンづく

り 

渡邊明 ５ ４  

地域社会と法 中濱義章 １

３ 

  

社会動態

研究セン

ター 

渡邊 明 

地域協働・地域福祉から見た

新たな公共像の構築 
樹神成 ８ ２  
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四日市学 上野達彦 ９ １

１ 

 

北朝鮮の環境問題と日中ロ

韓の国際環境協力 

朴 恵淑 ６ ７  

日韓の環境・法文化 上野達彦 ４ ５  

大気等の環境汚染に関する

総合的長期指標の開発 

宇都宮陽

二朗 

２ ３  

伊勢神宮蔵の世界地理情報

に関する基礎的研究 

宇都宮陽

二朗 

３ １  

伊勢茶の栽培・生産に関する

環境科学的研究 

宇都宮陽

二朗 

２ ５  

東アジア・東南アジア航海・

海洋環境・文化の研究 

荒井茂夫 ８ ４  

総合環境

研究セン

ター 

朴 恵淑 

東南アジア諸国のもみ殻を

用いたバイオマス発電の基

礎調査 

朴 恵淑 ８ ９  
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2005 年度プロジェクト一覧 

 

 

センター 
センター

長 
プロジェクト名 代表者 

研

究

員 

客

員 

ア

シ

ス

タ

ン

ト 

そ

の

他 

古代中世伊勢国の総合的研

究 

山中章 ３    

伊勢・伊賀地域における文学

資料の調査 

濱森太郎 ２ ２   

伊勢湾文

化資料研

究センタ

ー 

山中 章 

伊勢から熊野へ －文化比

較のための基礎研究－ 
塚本明 ８ １ １  

子育ての比較社会論 村上直樹 ７ １ ４  

言語の多様性と普遍性：比較

言語論の立場から 

宇納進一 ８ ４   

宗教倫理から見た民族の共

存と摩擦の比較研究 

石井眞夫 ５ ３ ２  

日系ブラジル人の少年犯罪

に関わる社会環境について

の研究 

児玉克哉 ４ ３ ２  

多文化共

存研究セ

ンター 

石井眞夫 

１９世紀アングロ・サクソニ

ズムの展開 －イギリスの

周辺国の視点からの考察－ 

小田敦子 ３    

津市と久居市の商工会議所

合併に向けたビジョンづく

り 

渡邊明 ２ １   

地域社会と法 中濱義章 １

２ 

   

地域協働・地域福祉から見た

新たな公共像の構築 
樹神成 ７ ２   

社会動態

研究セン

ター 

渡邊 明 

市民参画型総合計画立案支

援プロジェクト 

鹿嶋洋 ６ １   
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四日市学 朴 恵淑 10 １

３ 

  

北朝鮮の環境問題と日中ロ

韓の国際環境協力 

朴 恵淑 ７ ３ １ ７ 

大気等の環境汚染に関する

総合的長期指標の開発 

宇都宮陽

二朗 

２ ２   

伊勢神宮蔵の世界地理情報

に関する基礎的研究 

宇都宮陽

二朗 

２    

伊勢茶の栽培・生産に関する

環境科学的研究 

宇都宮陽

二朗 

３ １   

東アジア・東南アジア航海・

海洋環境・文化の研究 

荒井茂夫 ３ ７   

総合環境

研究セン

ター 

朴 恵淑 

東南アジア諸国のもみ殻を

用いたバイオマス発電の基

礎調査 

朴 恵淑 10 ９   


